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新婚女性における原家族での体験と夫婦関係―ミニチュアジェノグラムを用いた探索的研究―

　本研究は，ミニチュアを用いたジェノグラム
という新しい方法によって，新婚女性の家族イ
メージを主観的にとらえようとする探索的研究
であった。この方法により協力者から自然な語
りを得ることができ，家族イメージ，自己イ
メージの変化や原家族での体験と夫婦関係に関
して調査することが可能となった。
　家族イメージ，自己イメージの変化に関して
は，協力者それぞれについて考察を行い，協力
者各々の家族がその当時に置かれた文脈，家族
の歴史とともに，家族成員それぞれ，あるいは
家族全体として変化していくそのプロセスをミ
ニチュアと語りの両方から捉えることができ
た。さらに，原家族での体験から夫婦関係にも
ちこまれるものを，調査結果から具体例をあ
げ，明らかにすることができたといえる。そし
て最後に，このミニチュアを用いたジェノグラ
ムという方法について，その利点，可能性を本
調査結果から考察を行う。

Ⅰ章．背景と目的

1．背景
①家族，結婚をめぐる現状
　現代，我が国では晩婚化・少子化・核家族化
などがしばしばマスコミによってとりあげら
れ，その問題について議論されている。家族を
取り巻く社会的文脈は急速に変化し，家族はそ
の影響を多分にうけている。家族を理解するた
めには，現代家族のあらゆる質的変化をしっか

りととらえていかなければならないだろう。
　婚姻に関しては，晩婚化が進行していく一方
で，結婚する意思をもつ未婚者の割合は，9割
弱と依然として高い水準にある（人口問題研究
所，2011）。結婚の具体的な利点としては「自
分の子どもや家族をもてる」が第1位にあげら
れており，「精神的安らぎの場が得られる」が
それにつづいている。また，実際結婚した夫婦
に対する調査で，結婚のきっかけをたずねる
と，25歳までは「子どもができた」ことをあ
げる夫婦が50％だが，25歳以上では「年齢的
に適当な時期だと感じた」ことが半数を超える。
しかし，実際に結婚した夫婦は生活の中でさま
ざまな問題に直面する。それぞれの背景からく
る価値観の相違に困惑することも珍しくなく，
子どもはもつのかもたないのか，家庭と育児の
バランスはどうとるのかなど，夫婦が解決しな
ければならない問題は数限りなく存在するだろ
う。夫婦関係の継続が可能になるように問題を
解決することが出来ないとき，離婚という選択
が生じる。日本における離婚件数の年次推移を
みると，1988年以降その数は増加傾向となり，
2002年に29万組と最高の離婚件数となった。
その後，減少に転じたものの，2011年度は，
結婚件数が66万件に対し，離婚件数は23.5万
件である。これは，6万9千～ 8万4千組を推移
していた1950，60年代から比較すると約3倍と
なっている。近年，「バツイチ」という言葉が
使われるようになり，離婚はごく一部の人だけ
に関係のある特殊な問題ではなく，誰にとって
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も身近な問題になってきたといっても過言では
ないだろう。

②心理臨床実践における家族
　家族に焦点をあて行う援助に家族療法があ
る。家族療法は，1950，60年代アメリカの各
地で合同面接が試みられ始め，家族全体をひと
まとまりにとらえる臨床的アプローチとして誕
生した。初期の家族療法は，家族全員を集めて
行う心理療法であったが，近年では，必ずしも
全員集めることを必要としない，合同家族面接
に固執しない家族療法が実施されるようになっ
てきている（中釜，2008）。
　家族療法では，家族をシステムとして捉え，
家族の構造，家族の機能，家族の発達を考え，
家族や家族の中に生じる問題を理解しようとす
る。ここでいう，家族の構造とは家族システム
の家族成員の数や父親，母親など家族の構成員
をさす。家族の構造を理解するための鍵概念と
して，境界，連合がある。境界とは，家族シス
テムやサブシステムを区切るための抽象的概念
であり，家族成員がどのように相互作用するか
によって規定され，また連合とは，三者関係の
中で，残りの一人に対抗してできる共同戦線の
ことをさすが，健康な安定した家族とは，両親
連合がサブシステムをなし，子どもたちの同胞
サブシステムとの間に明瞭な境界がある家族で
あるといわれている（布柴，2008）。そして，家
族の機能とは家族のコミュニケーションや役割
パターンをさす。さらに家族は，時間の流れと
ともに構造や機能を変化させ，またそれぞれの
家族成員の発達にともない，家族システムとし
ても発達していくと捉えることができるだろう。
　また，岡堂（1992）は，こうした家族システ
ムの特徴として以下の7つをあげている。
i.   家族は，複数の個人が相互に結びつき構成
するシステムである。

ii.   患者やクライエントと呼ばれる人（identified 

patient: IP）は，病める家族システムのSOS

信号である。
iii.   家族内部には，夫婦，親子，きょうだいな

どのサブシステムがある。
iv.   サブシステムの構造化に応じて，勢力の配
分と階層ができる。

v.   家族内では個人の自立性に諸段階がある。
vi.   家族内の相互作用，コミュニケーションに
は，独特の構造と過程とがある。

vii.   家族システムは，時間の経過に伴って変化
するが，その過程には諸段階がある。

③心理臨床実践における夫婦
　夫婦に焦点を当て行う援助としてカップルカ
ウンセリングがある。カップルカウンセリング
とは，夫と妻（もしくは心理的，性的に親密な
関係にある二人組）を支援するための専門活動
である。実際の援助では，彼らが自分たちの関
係をめぐる問題に対して自己決定し，その自己
決定にふさわしい言動がとれるよう，援助して
ゆく（中釜，2007）。複数のカップルカウンセ
リングのメタ分析を行ったDunn & Schwebel

（1995）は，援助者の依って立つ理論の違いに
よらず，カップルカウンセリングに効果がある
ことを示した。しかし日本では，カップルカウ
ンセリングは専門家にとってまだなじみの薄い
領域であるといえる。なぜならば，カップルが
関係の改善のために時間と費用を投入するとい
う発想そのものが，日本人にとってたいへん新
しいものであり（中釜，2006・野末，2006），
またその背景には，日本の家族が，横の関係
（夫婦関係）より縦の関係（親子関係）を中心
に機能してきたことが考えられる。そしてこれ
まで，夫婦関係が問題となるのは，子どもの不
適応や症状が明白になった後であり，そうでな
い場合は，心理的援助の対象になりにくいと思
われがちであった（中釜，2007）。しかし，近
年はカップル関係そのものを充実させたいとい
うニーズをもって，専門的援助を求めてくる
人々が日本においても増えてきている（亀口，
2000・中釜，2001）。
　しかし，カップルの問題は非常にデリケート
で複雑なものだけに，的確な理解と有効な援助
には，単一の視点や理論にとどまらない統合的
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な視点とアプローチが必要であると野末
（2004）は述べている。そして，夫婦それぞれ
個人として理解する個人心理の次元，影響を与
え合う二者システムとして理解する家族システ
ムの次元，より大きな社会システムとの関わり
を考える社会およびジェンダーの次元の3つを
あげ，夫婦の統合的な理解と援助について述べ
ている。

④結婚後の原家族との関係
　異なる背景をもった個人である夫婦が，夫婦
としての関係を築いていくうえで，取り組むべ
き課題は数多く存在するが，その取り組むべき
重要な課題のひとつに原家族から離脱し，新た
な家族との絆を深めていくことがあげられるだ
ろ う。 岡 堂（1992） も，Rhodes（1977） や
1980年にCater & McGoldrickが提示した家族発
達段階論のモデルを検討し，新婚期（婚礼から
第一子誕生までの時期）の主要課題として，「夫
と妻の双方がそれぞれの出生家族（生まれ育っ
た家族）から，物理的にも心理的にも離れて，
ふたりの世界をつくり始めること」をあげてい
る。そしてさらに，この時期に生じる典型的な
問題として，発達の前段階で未解決だった問題
を，知らず知らずに新婚生活に持ち込むこと，
配偶者との関係と出生家族との関係の間でうま
くバランスがとれないことの2つをあげてい
る。司法統計（2008）においても，調停原因と
して「家族・親族との折り合いが悪い」が男性
の第三位にランクインしており（女性では8
位），夫婦を考えるうえで，原家族との関係は
決して欠くことのできない重要なテーマである
といえる。
　夫婦は，2人の関係に限っていえば夫であり，
妻であるが，実家との関係でいえば，息子や娘
でもあり，重層的な役割を担っているといえ
る。そうしたなかで夫婦は，心理的・情緒的レ
ベルにおいて，双方の原家族をはじめとする拡
大家族システムの影響を大きくうけている
（Carter & McGoldrick, 1999）といえる。そうし
た場合，カウンセリング場面においては，幼少

期からの家族との関係についても取り扱ってい
くことで，家族の問題が現在の夫婦関係にどの
ような影響を及ぼしているのかを理解し，親子
関係の問題と夫婦の問題を区別していく必要が
あるだろう。
　また，ボーエン（Bowen, 1978）は，自己分
化という概念を用いて，原家族との連続性を保
ち，両親など家族メンバーとの絆を保ちながら
も，自分らしくいられることが重要であると述
べた。そして，それがある程度達成されれば，
自分とは異なる他者とも，親密な関係を築いて
いけることが期待されるという。しかし，原家
族からの自己分化は容易なことではなく，とき
に融合や情緒的遮断という問題を生じる。融合
とは，親からの承認や支持を過度に気にし，激
しい怒りや憎しみの感情をもち続け，成人して
も原家族と適度な距離を保つことが難しい状態
をいう。また，情緒的遮断とは，親から離れて
物理的にも情緒的にも交流しないことで，情緒
的に巻き込まれないように努めることをいう。
しかし，関係を切ったからといってもともと
あった葛藤が解決したわけではないため，原家
族以外のところで新たな融合関係をつくること
になりがちであるといえるだろう。
　夫婦それぞれが原家族の中で体験したこと，
多世代にわたる家族過程の中で伝達されてきた
葛藤や人間関係のパターンといったことがパー
トナーや子どもをどのように認知し，何を期待
し，どのような関係を築くのか，どのような葛
藤や問題を生じるのかに深く関わっている（野
末，2004）。

⑤結婚前後の夫婦に関する研究
　カップルカウンセリングの先進諸国では，結
婚後の夫婦の不和や離別の原因は，二人の関係
の非常に早い時期に存在することが指摘されて
おり（Larson & Olson, 1989），関係改善のカウ
ンセリングだけでなく，結婚前カウンセリング
というセラピーも行われている。また，不和や
離別などの危険性のあるハイリスクカップルを
結婚前に識別するためのアセスメント尺度の開
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発もすすめられてきた。アメリカにおいては，
PREPARE（Olson, 1996）をはじめとしてさま
ざまな尺度が開発され，日本においても，吉川
（2008）が結婚レディネス査定尺度の開発を試
みている。
　その他我が国で結婚前後の夫婦を取り扱った
研究では，妻は結婚後のデメリットを夫よりも
強く感じ（伊月ら，2003），また妻の夫婦関係
満足度は結婚後，低下の一途をたどるが夫の夫
婦関係満足度は変わらない（柏木・平山，
2003）といった妻と夫の意識にさまざまな乖離
がみられることが指摘されている。

⑥家族を理解するための方法
　家族観の多様化が進んで久しい現代にあって
も，伝統的家族観からの束縛などによって，家
族に関することに特有の語られにくさが存在す
る（中坪ら，2006）。そして，それぞれのユニー
クな個性をもった存在として家族を理解するに
は，家族の包括的な理解が欠かせないだろう。
そのためのツールがこれまでにいくつか開発さ
れ，利用されてきた。質問紙法では，FACES-Ⅲ，
投影法では，家族ロールシャッハ・テスト，図
式法では，ジェノグラムや，家族関係図式投影
法，などがある。この他にも家族を理解するた
めのツールは存在し（例えば秋丸・亀口（1988）
による家族イメージ法FITなど），また，個人に
ついての検査や，個人によるさまざまな表現か
らも，家族についてアセスメントすることは可
能である。例えば，TATには家族関係が投影さ
れるような図版が含まれているし，SCT（文章
完成法）にも家族に関する刺激語が含まれてい
る。ここでは，家族のアセスメントを直接意図
した方法として，ジェノグラムについて簡単に
説明する。ジェノグラムは，家族メンバーの家
系図のことをさし，多世代派の家族療法家たち
が積極的に用いた家族アセスメントの道具でも
あり，治療のための技法でもある。夫婦それぞ
れの両親，夫婦，子どもたちにわたる3世代の
歴史を，基本的に家族成員全員でたどり，図式
化される（大熊，1992）。性別や年齢，結婚年や，

離婚年の他にも，家族間の関係性や問題，症状
なども書き込むことができる。そうして，さま
ざまな情報を視覚化して作成することで，作成
しながら世代間に共通するパターンや，テーマ
の理解を促すきっかけにもなりうるものである。

⑦ミニチュアを用いたジェノグラム
　本研究では，Eliana Gil（2013）のプレイジェ
ノグラムからヒントを得て，ミニチュアを用い
たジェノグラムの作成という方法を試みる。そ
の具体的手続きについては，Ⅱ章－3調査方法
で詳しく述べる。本研究で，この方法を用いる
理由の1つには，調査協力者への負担を減らす
ことがある。調査を目的とした場面において，
子どもの頃から，現在に至るまでの家族を振り
返り，語るという作業には大きな負担があるこ
とが推測される。そのため，ミニチュアを用い
て家系図のうえに置くという，比較的簡単な作
業を用いることで，協力者が調査にあたって感
じうる，語りにくさ，抵抗，負担が低減される
と考えた。
　また，もう一つの理由として，家族関係を把握
するためには，明確に言語化された家族関係だけ
でなく，非言語的あるいはイメージ的な家族関係
も重要（柴崎ら，2001）であり，本調査の目的で
ある，主観的な家族体験というデータを得るのみ
ならず，家族イメージの表現を調査協力者と調査
者の間で視覚的に共有することができるという点
からこの方法が適していると考えた。

2．目的
　本研究では，夫婦なりの家族文化が形成され
ている途上にあると考えられる結婚2年未満の
女性を対象とし，女性が家族体験を通して妻と
なっていく過程を，ミニチュアジェノグラムを
用いて主観的に捉えようとするものである。家
族の中に生まれた子どもが成長し，結婚するこ
とによって妻となっていくプロセスをたどりな
がら①原家族イメージ，自己イメージの変化を
捉え②原家族から夫婦関係に持ち込まれるもの
について考察する。また，この方法による調査

̶  4  ̶



̶ 23 ̶

新婚女性における原家族での体験と夫婦関係―ミニチュアジェノグラムを用いた探索的研究―

は，全く新しい試みであるため，本調査結果か
ら③ミニチュアジェノグラムという方法の利
点，可能性について明らかにする。

Ⅱ章．方　法

1．調査協力者
　結婚2年未満の女性6人を対象とした。

2．調査期間および実施場所
　2014年7月から10月にかけて。実施場所は
調査協力者の都合に合わせたため，調査協力者
の自宅，実家，調査者の自宅において他に人が
いない状況で行った。

3．調査方法
　ミニチュアを用いたジェノグラムの作成とそ
れを元にしたインタビュー調査を行った。

①ミニチュアジェノグラム作成の手続き
　調査の概要の説明をした後，調査協力書，録
音・撮影同意書を取り交わした。調査協力書に
は，調査のおおまなか内容，個人情報への配慮
等を明記した。同意の得られた協力者にはフェ
イスシートへの記入をお願いした。その後，画
用紙に〈子どもの頃〉の同居家族メンバーのジェ
ノグラムを協力者自身で書いてもらい，同意を
得られた協力者に ICレコーダーで録音を開始
した。ミニチュアを置いてもらう際には以下の
ように教示した。

教示：「自分と自分の家族のそれぞれの人に対
して，自分のもっている考えや感じている気持
ちを一番ぴったりと表しているミニチュアを選
んで，今書いた家系図の上にのせてください。
まず，子どものころの家族のイメージでつくっ
てください」
　完成した事を確認し，写真を撮った後，作成
したものについて説明をもとめた。説明が終
わったら，「もしこのとき，家族以外に自分に
とって重要だと思う人や，ものがあれば足して
ください」と教示し，何か置かれた場合には説
明を促した。この手順を繰り返し，〈子どもの
頃〉〈中学生時代〉〈結婚が決まったとき〉〈現
在〉の家族のイメージでの作成を行った。

②質問段階
〈現在〉までジェノグラムの作成と説明が終わっ
た後，以下の質問をして調査を終了した。
・感想
・置きたかったものは他にあったか
・結婚したことで家族との関係に変化があったか
・今の夫を結婚相手に選んだ理由

Ⅲ章．結　果

1．協力者プロフィール
　調査協力者の女性のプロフィールをフェイス
シートを元にまとめた。データはすべて調査時
のものである。すべての協力者が原家族と別居
である。

表1　協力者のプロフィール
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2． ミニチュア作成時の語りと質問に対する
回答

　協力者それぞれについて，家族イメージ，自

己イメージについて得られた情報を次ページ以
降にまとめた。また，協力者の個人が特定され
る情報についてはデータから除外した。

表2-1　Aミニチュア作成時の語り

表2-2　A作成終了後のインタビュー
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図1-1　A子どもの頃ジェノグラム
（父）おとぼけ小人（母）ライオン（姉1）ワニ（姉2）妖精（自分）3匹の子豚※レンガの子

図1-2　A中学時代ジェノグラム
（父）クロエラ※101匹わんちゃん悪役（母）ライオン（姉1）クリケット※ピノキオ（姉2）
ハートの女王（自分）ピノキオ

図1-3　A婚約時ジェノグラム
（母）トリトン王（姉1）おすまし猫（姉2）ハートの女王（自分）ティンカーベル（夫）くま

図1-4　A現在ジュノラム
（母）ライオン（姉1）おすまし猫（姉2）101匹わんちゃん父犬（自分）猫（夫）くま（お
なかの子ども）101匹わんちゃん子犬（祖父）ゼペットじいさん※ピノキオ（祖母）妖精
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表3-1　Bミニチュア作成時の語り

表3-2　B作成終了後のインタビュー
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図2-1　B子どもの頃ジェノグラム
（父）ミスター・スミー※ピーターパン（母）アリス（兄）うさぎ
（自分）くま（妹）カキの赤ちゃん※不思議の国のアリス

図2-2　B中学時代ジェノグラム
（兄）ピーターパン（妹）子ライオン

図2-3　B婚約時ジュノグラム
（父）赤い飛行機（兄）羊　（自分）くま

図2-4　B現在ジェノグラム
（父）ライオン（母）アリエル（自分）ピーターパン（夫）トリトン王
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表4-1　Cミニチュア作成時の語り

表4-2　C作成終了後のインタビュー
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図3-1　C子どもの頃ジュノグラム
（父）シンデレラの王子（母）ピンクの豚（姉）馬（自分）アリエル

図3-2　C婚約時ジェノグラム
（父）眠れる森の美女の王子（母）チェシャ猫※不思議の国のアリ
ス（姉）レディ※わんわん物語（自分）シンデレラ（夫）シンデ
レラ王子

図3-3　C現在ジェノグラム
（父）ミスター・スミー（母）おすまし猫（自分）
101匹わんちゃん子犬（夫）101匹わんちゃん父犬
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表5-1　Dミニチュア作成時の語り

表5-2　D作成終了後のインタビュー
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図4-1　D子どもの頃ジェノグラム
（父）ライオン（母）レディ※わんわん物語
（自分）チェシャ猫（弟）子ライオン

図4-2　D中学時代ジェノグラム
（母）フェアリーゴッドマザー※シンデレラ魔法使い
（自分）くま（弟）ピーターパン（部活）天使の像

図4-3　D婚約時ジェノグラム
（父）ふくろう（自分）アースラ※リトルマー
メイド悪役（弟）ピノキオ（夫）トリトン王

図4-4　D現在ジェノグラム
（父）ミスター・スミー（弟）おとぼけ小人（夫）
ねむれる森の美女の王子（祖母）カキのあかちゃ
ん※不思議の国のアリス
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表6-1　Eミニチュア作成時の語り

表6-2　E作成終了後のインタビュー
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図5-1　E子どもの頃ジェノグラム
（父）ゼペットじいさん※ピノキオ（母）ライオン（自分）101匹わんちゃ
ん子犬（弟）くま（友達）101匹わんちゃん子犬達（机）サイコロ

図5-2　E中学時代ジェノグラム
　（父）ライオン（母）メスライオン（自分）レディ※わんわん物語（弟）
101匹わんちゃん子犬（友達）ピンクの豚　ハートの女王　おすまし
猫　カンガルー親子　チェシャ猫　双子の一人※不思議の国のアリス

図5-3　E婚約時ジェノグラム
（弟）子ライオン（夫）おす犬（友達）おすまし猫　チェシャ猫　101
匹わんちゃん子犬2匹（家）タージマハル

図5-4　E現在ジェノグラム
（自分）おとぼけ小人（夫）ザーク※トイストーリー悪役・トリトン王
（家）笑顔のおうち（夫の友人）ザズー※ライオンキング
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表7-1　Fミニチュア作成時の語り

表7-2　F作成終了後のインタビュー
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図6-1　F子どもの頃ジェノグラム
（父）くま（母）カンガルー親子（姉）眠れる森の美女（自分）ピ
ンクの豚

図6-2　F婚約時ジェノグラム
（母）うさぎ（姉）101匹わんちゃん子犬（自分）101匹わんちゃ
ん子犬

図6-3　F現在ジェノグラム
（夫）子ライオン
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Ⅳ章．考　察

1． 家族イメージの変化と自己イメージの変
化のプロセス

　ミニチュアを用いたジェノグラムの作成と語
りから，家族イメージの変化と自己イメージの
変化に焦点をあて，協力者それぞれの事例につ
いて考察した。
※「　　」は協力者が用いた言葉である。

①Aにおける家族イメージの変化と自己イメー
ジの変化
　父は「まぬけ」といった表現が用いられ，女
性のキャラクターが置かれるなど，威厳をもっ
た父親像ではなかった様子であった。しかし
「優しくて仲良し」や「いい夫，いい父親では
ないことがわかった」と言いながらも笑いを交
えながら話す様子からAが父に対して親しみを
もっていたことが伺えた。離婚した母は，ライ
オンからトリトン王へと「強さ」や「厳しい」
といったイメージを一層強め，この当時，母親
としてだけでなく，父親役割も担うようになっ
ていたことが推測できる。
　そうした中で一番上の姉は「よき理解者」と
して，「面倒を見てくれる」存在であり，父親
役割を担っていた母親に代わって母性的関わり
をAともっていたと考えられる。その一方で，
二番目の姉は「なんでもできる」「優等生」と
褒めながらも，Aとの衝突も多かったことが語
られ，置かれたミニチュアも悪役であったこと
から，Aは2番目の姉に対して葛藤があったよ
うに思われる。自身の説明において「勉強がで
きた」「こわいものなし」といった2番目の姉
と類似した言葉が用いられるなど，2番目の姉
はA にとってライバルのような存在だったこ
とが推測される。
　A自身は，厳しい母とよき理解者である一番
目の姉のもとで「よくできる」「優等生」の二
番目の姉と衝突しながら，上手くやってきた自
分というイメージを結婚前までもっていたよう

である。しかし，<婚約時>には，そんな自分
を「わがままだったかも」と振り返るようにな
り，結婚によって「のんびりした」「あまり役
にたっていない」といった，それまでの説明と
は少し異なった説明がなされた。新しいパート
ナーとの関係の中で，できない自分という側面
に目を向けるようになったことがうかがえる。
そうした自己イメージの変化とともに，ライバ
ルとして衝突してきた2番目の姉のイメージも
大きく変化し，＜現在＞では「仲良し」であり
「優雅そう」と述べ，2番目の姉と少し距離を
おき，その存在を認められるようになったと考
えられる。
　また，Aは「電話がかかってくるのが怖くて」
と一時は，厳しい母親を敬遠していたことを説
明時に語っていたが，結婚によってその関係性
に少し変化が見られ，母親はトリトン王からま
たライオンへと戻っている。説明では「最近は
接しやすくなった」といったことのみ語られた
が，質問段階において「自分の中で母のイメー
ジがかたまっていないので難しかった」と話し
た。そのことから，母との関係性は，変化の途
上にあることがうかがえ，現在は「関係性がよ
くわからない」状態としてAには認知されてい
るように思われる。
　Aは，結婚によってこれまで育ってきた家の
外に，「理解してくれる」「頼りにできる」夫が
できると同時に，今度は，自身が夫や生まれて
くる子どもをケアする側としての役割をもちは
じめたことが，夫に対して「手がかかる」といっ
た表現や，おなかの子どもを子犬として自分の
前に置いたことなどから感じられた。

②Bにおける家族イメージの変化と自己イメー
ジの変化
　＜子ども時代＞，＜中学時代＞のジェノグラ
ムは「穏やか」で「のんびりした」と説明され，
おじさんが置かれた父と，「自由で」「好奇心旺
盛」な少女が置かれた母のもとで，きょうだい
はそれぞれの成長とともに変化していく様子が
みられる。しかし，B自身は，変化がなく「の
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んびりしている」と説明されたくまが置かれた
ままであった。
　ところが，結婚を期に自身は「ピーターパン」
と大きな変化をみせた。Bの夫には，トリトン
王が置かれ「厳しく」「まじめ」「正義感が強く
社会に反したことが許せない」と説明され，夫
は彼女の家族の中にこれまでなかった要素を
もっている人物と認知されていることがうかが
える。トリトン王を置いた点からも，彼女に
とって夫という存在の大きさも感じられる。そ
して，夫との関係の中で，自身の「破天荒」で
ある部分が意識されるようになったことで，
「特徴のない」と説明した時の兄と同じ種類の
くまから，「反抗期」の兄として置いたピーター
パンへと自己イメージに大きな変化が生じたと
考えられる。
　また，＜現在＞ではB自身の自己イメージの
変化と同時に両親のイメージにも変化が生じて
いる。Bは夫との夫婦関係において自身が，こ
れまで自由だと感じてきた母親のような立場に
なったことが推察され，「破天荒」である自身
から見て，さらに自由である母親をアリスから
アリエルに代え，またそのパートナーとしての
父が「穏やか」なだけでなく，「遠くで見守っ
てくれる」存在ということへ目が向けられるよ
うになり，父親としての地位が結婚後，改めて
意識化されるようになったと考えられる。

③Cにおける家族イメージの変化と自己イメー
ジの変化
　父親は，＜子どもの頃＞＜中学時代＞では王
子様であり，＜婚約時＞も剣を持った王子が置
かれるなど理想的な男性像としての役割をもっ
ていたように思われる。そのことが，＜婚約
時＞の夫に，＜子ども時代＞に父として置いた
王子と同じミニチュアを用いたことからもうか
がえる。また，＜子どもの頃＞の母は「ピンク
が好き」「かわいい」といった女性らしさを感
じさせる印象をもっており，両親それぞれが，
男性役割，女性役割を分担してもっていたよう
に思われる。

　そして＜婚約時＞からCは，姉がCの結婚に
対して複雑な心境を抱いていたことを感じてお
り，その当時のジェノグラムでは，王子様であ
る父とお姫様である自分，それに対し，結婚に
反対する少しいじわるな母，複雑な姉，といっ
た構図が見受けられる。結婚というテーマをめ
ぐって，父と娘が連合を形成し，母あるいは姉
との間に境界が築かれているようにも見受けら
れる。
　しかし，実際に結婚した＜現在＞では，その
家族の構造に変化が生じている。それまで王子
様であった父にはおじさんが置かれ，「疲れて
いる」「急に年をとった」といった印象へと変
化し，家を出たことによって，＜婚約時＞に連
合を組んでいたように見受けられた父親と距離
をおき，離れた視点にたって父を認識するよう
になったと感じられる。一方で，＜婚約時＞に
いじわるな存在であった母は，同じ妻という役
割になったCを「フェアにみてくれるように」
なり，その関係性が，同じ妻として同志のよう
な関係へと変化した様子が見受けられ，<婚約
時>に対立していた様子は現在のジェノグラム
からは見られない。
　また＜現在＞でC自身は，それまでの守られ
ているお姫さまから夫と同じ種類の子犬へと変
化した。夫には，成犬を置いていることから自
身が守られケアされる側であるという印象を，
実家を出た現在も自身に対してもっていること
がうかがえるが，これまでのお姫様から脱し犬
を置いた点に注目すると，これまでとは少し異
なる自身の役割をCが自身に対して，感じはじ
めていると推測できる。

④Dにおける家族イメージの変化と自己イメー
ジの変化
　父は＜子どもの頃＞＜中学時代＞において
「強い」「絶対」「怖い」「頼りがいがある」とい
いライオンが置かれ，威厳のある父親像であっ
たことがうかがえる。一方で，母親は「優しく」
「見守ってくれている」存在であり，それは＜
子どもの頃＞から＜現在＞に至るまで一貫して
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いる。弟は成長とともに，ミニチュアが変化し
ていくが「生意気」「嘘もつく」「ちょっと悪い
こともする」と若干，皮肉をまじえながらも「人
当たりがいい」「まわりから愛される」「嫌われ
ない」といったことが必ずつけ加えられ，弟の
そうした側面に関してDが若干の羨望を感じて
いるようにも見受けられた。＜子どもの頃＞＜
中学時代＞の説明をする際に，常に自身の説明
よりも常に弟の説明が優先され，家族内におい
て自身を弟よりも一歩下がった存在として認知
しているようにも感じられた（他の協力者で
は，説明順序はきょうだいは年齢が上のものか
ら説明されることがほとんどであった）。
　自己イメージでは，＜子どもの頃＞は，なか
なか説明が言葉にならなかった様子が見られた
が，<中学時代>では「ちょっと獰猛な自分も
いた」と思春期の心情を語る一方で，置かれた
ミニチュアは「かわいらしい」くまであった。
そして＜婚約時＞には，自己イメージを「かわ
いらしい」くまから悪役に変え，「かわいこぶっ
ているけど腹黒い」と説明し，そのミニチュア
を見ながら何度も「まさにこれ」と語っていた。
しかし，「そんな自分」を守り，正してくれる
夫が横に置かれており，パートナーとしてそう
した夫への信頼があるが故に，Cは自身を悪役
として置いたように感じられた。
　＜婚約時＞には，父親イメージも大きく変
わっている。それをDは「親の弱いところがみ
えてきた」と説明しており，「優しいおじいちゃ
んになりそう」と父親の役割が，威厳をもった
強い父親像から，優しい祖父としての役割へと
変化していくように認知しているようである。
「丸くなった」父親に対して，＜婚約時＞のD

の夫はトリトン王が置かれており，「強い」「頼
りがいがある」と＜子ども時代＞の父親の説明
時と同じ言葉が用いられ，理想の男性像を担う
人物が父から夫へと移ったように思われる。
　また，＜現在＞では両親がDの結婚を期に同
居することとなった母方の祖母がおかれ「一生
懸命面倒をみている母をみて，父が優しくなっ
ている」と少し離れた視点から，現在の家族，

両親の関係性をみているように感じられた。

⑤Eにおける家族イメージの変化と自己イメー
ジの変化
　＜子どもの頃＞の父親は，「働いている」イ
メージが先行しており，家族の中での父親の立
ち位置をE自身がよくわからないでいる様子で
あった。＜中学時代＞から両親の見方が変わ
り，家族の中での両親の地位が明確化されたよ
うにみられ，両親のミニチュアはそれ以降変化
していない。「本当はお父さんが一番強くて，
お母さんが家を守っていて」とEは説明し，父
と母はずっとライオンのオスとメスが置かれ，
Eにとって理想的な夫婦像のモデルにもなって
いたように見受けられる。それは，同時期に結
婚する弟に対して「父のようになれたら」と言
い，また自身の＜婚約時＞に「母のようになれ
たら」と説明した言葉からも同様に感じられる。
　そして，＜婚約時＞は，ライオンの家族とし
て置かれた原家族に対して，自身と夫は「同じ
わんちゃん」として両者が犬として置かれてい
る。その全体像から，両親を理想的モデルとし
ながらも，原家族から抜け，新たなパートナー
との家庭を築いていこうとするEの夫婦イメー
ジが見受けられる。
　また，自己イメージでは，＜婚約時＞まで置
かれていた犬が，＜現在＞ではとぼけた小人へ
と変化し，結婚によって自身のイメージが大き
く変化したことがうかがえる。「母親を目指し
ているけど，全然近づけずにいる」と＜婚約時
＞のイメージとは異なる自身の側面を感じてい
る様子である。そうした自身のイメージの変化
と同時に夫のイメージも大きく変化している。
夫にはロボットとトリトン王の2人が置かれ，
夫がどのような人物であるのか未だまとまらず
に，「優しいとき」と「こわいとき」と2つの
ミニチュアを置いたことがうかがえる。また，
家族以外の大切な人として「夫の気持ちを説明
してくれる友人」を間に置き，＜現在＞はそん
な夫への理解を深めようとしている様子が見受
けられる。
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⑥Fにおける家族イメージの変化と自己イメー
ジの変化
　父は「穏やか」「優しい」「見守る」といった
印象で最初にくまが置かれ，それは最後まで変
わらなかった。母親は，＜子どもの頃＞は，
「一生懸命世話してくれる」存在であり，大人
になってからは，父と一緒に，何も言わずに，
しかしFを見守ってくれる人物として存在して
いたことが，Fの語りからうかがえた。
　姉は，子どものころは「憧れ」があるが「何
をやっても負ける」「好きだけど怖い」といった
両価的な感情をもっていたことが見受けられる。
ミニチュアを選ぶ際にも迷い，質問段階におい
ても「しっくりくるものがなかった。」と話して
いることからも姉に対するFの葛藤的な感情が
感じられる。しかし，＜婚約時＞には同じ子犬
が置かれ，それまで漠然と抱いていた葛藤が少
しおさまり，姉と自分を「セットである」と話し，
姉妹としての関係を意識するようになったこと
が語られている。この時の両親に対しても「セッ
ト」という言葉が用いられており，＜婚約時＞
のジェノグラムからは，両親が連合として機能
し，さらに子ども2人も姉妹として連合が組ま
れるようになり，その世代間に境界がしっかり
と築かれているように見受けられる。
　自己イメージでは，＜子どもの頃＞は姉と比
較して，なんだか「よくわからない」自分であっ
たが，＜婚約時＞に「自分が子である」こと，
「姉妹である」ことを意識化するようになり，
家族内で自身のポジションをしっかりと認識す
るようになったと推察される。＜婚約時＞と＜
現在＞では，ミニチュアは変えていなかった
が，説明時に今は，「夫と二人の家庭」の自分，
「実家」の自分の狭間にいる，といったことが
語られ，そこには「大きなギャップ」があり，
実家を離れ，夫という新たなパートナーと関係
を築いていくうえでの，自己イメージの揺れを
感じている様子であった。
　夫は，「性格的に」ライオンという威厳のあ
るイメージであるが，「両親と比較して大人の
ライオンではない」と話すように，結婚したF

にとって，未だ両親は大きな存在であるため
に，夫は未熟なライオンであり，自身も子犬で
あるように感じられる。

2．原家族から夫婦関係に持ち込まれるもの
　本研究の調査結果から，原家族での体験や認
知が，どのように夫婦という関係の中に持ち込
まれるのかについて考察を行った。

①親イメージ
　今回，父を理想的な男性像として認識してい
る様子がいくつか見受けられた。例えば，Cは
〈子どもの頃〉の父と〈婚約時〉の夫に同じミ
ニチュアを置いており，またDは「強い」「頼
りがいがある」と〈子どもの頃〉の父と〈婚約
時〉の夫に同じ言葉を用いてミニチュアを選択
した理由を説明した。さらに，この両者は〈現
在〉，つまり実際に夫との夫婦関係がはじまる
と父親のイメージが大きく変化する。Cは王子
様が置かれていた父に，おじさんを置き「急に
年とった」「疲れている感じ」，Dはそれまでの
威厳のある父親像が一変し，「丸まった」「優し
くなった」と話した。このように，理想的な男
性像としての父に対する認知が，結婚という時
期になり，夫に対して向けられるようになった
こと，またその一方で，父親は娘の理想の男性
像としての役割を終えたかのように印象が変化
したことがうかがえる。
　また，両親の関係を夫婦としての理想的なモ
デルとしている認識している様子も見受けられ
た。例えば，Eは父母にライオンのオスとメス
を置き「自分もそうなれたらいい」と話し，自
分と夫は，ライオンの代わりに犬のオスとメス
を置き，両親の夫婦関係を〈婚約時〉に自分た
ちのモデルとしている様子がみられる。またF

は，現在の夫と自分を子どものライオンと子犬
として置き，その理由として，結婚したことで
子どもであることを再認識したこと，両親と比
較して自分たちが未熟であると感じたことが述
べられており，両親を意識し，自分と夫が夫婦
としてまだ「子」であるととらえていることが
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うかがえた。

②原家族とは異なるかたちで自分を受け入れて
くれるという期待
　本調査では，結婚を期に女性の自己イメージ
がそれまでのものと大きく変化していることが
大きな特徴の一つである。これまでの家族とは
違う，新たな家族との関係の中で，自身の新し
い側面を発見すると同時に，それを受け入れて
くれる夫の存在といった様子がいたるところに
見受けられる。例えばAは，結婚前までは，う
まくやってきた自分という自己イメージを強く
もっていたようであったが，結婚後は「寝て
ばっかり，のんびり」と自己イメージが変化し，
その背景には，それを受け入れ，理解してくれ
る夫の存在がうかがえる。また，Dは，それま
でのかわいらしいキャラクターを悪役に変化さ
せ，戦う王子を夫に置いた。そして，自分に置
いた悪役をさして「こんな自分なのに守ろうと，
正してくれようとしてくれる」と夫イメージを
語り，「かわいい」くまではない悪役としての
彼女も受け入れてくれる夫の存在があるからこ
そ，自身が悪役として表現されているように見
受けられる。さらに，Eは現在において「母親
を目指しているけれども，全然近づけず」とし
て，とぼけた小人を置いている。しかし，「夫
はとぼけた子だと思っているんだろうな」と
語っており，〈婚約時〉に想像していた自分と
は違った自身の姿を感じながらも，夫がそれを
受け入れてくれている様子がうかがえた。ま
た，AやFは質問段階において，結婚を決めた
理由として「自身を理解してくれるから」とい
うことをあげており，こうした点からも，原家
族とは違ったかたちであったとしても自身を理
解し受け入れてくれる，という夫の役割の比重
が大きいことがうかがえる。

3． ミニチュアを用いたジェノグラムを用い
る利点，可能性

①語りやすさ
　本調査では，出来上がったジェノグラムに対

してこちら側は「説明してください」とだけの
促しをしただけであった。それにも関わらず，
すべての協力者がその教示に対して質問をする
ことなくスムーズに話しだした。「家族の話を
してください」と質問をした際に予想される抵
抗は，調査者側からは感じられず，笑いを交え
ながら語る場面が多かった。
　説明では，ミニチュアを選択した理由だけに
とどまることはなく，家族メンバーのパーソナ
リティに関すること，自分や他の家族との関係
性について，家族全体がその当時おかれた状況
やエピソードなどさまざまな語りを得ることが
出来た。その内容はあくまで家族の中で，ある
いは自分にとって，その人物がどうであったか
に焦点が置かれ，「どこに住んでいて」「父はど
んな仕事をしていて」といったデモグラフィッ
クな情報に焦点が置かれることはなかった。
よって，抵抗が少なく，内的な家族イメージの
語りを得る手段として本調査方法は有用である
ように思われる。

②作成することでの気づき
　質問段階で本調査を行った感想を尋ねた際，
「家族に対して気になっていたことに気がつい
た」「自分が考えていたことがミニチュアを
使ったことで確認できた」「自分がどんな視点
をもってみているのかを自覚した」といった，
作成したことで得られた気づきが語られた。ま
た，調査中に，協力者が自身の作成したジェノ
グラム全体を改めて眺める様子が何度かみら
れ，家族に対する自己認知や自身に対するイ
メージを視覚的に体験していることがうかがえ
た。この方法は，これまで漠然と抱いていたイ
メージを視覚的に捉えなおし，明瞭化し，それ
によって作成者の内省を促すツールとして機能
するといえる。

③言語化されない表現
　ジェノグラム作成時に「このキャラクターは
どのような性格だったか（何に出てくる誰だっ
たか）」という質問が何度かあったように，置
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かれたミニチュアの背景にある性格や物語が意
識されて選択されており，説明時に言語化され
ることのない要素も作成されたジェノグラムに
含まれていたことは間違いないだろう。
　さらに，ミニチュアの選択という点だけでな
く，置かれた向きにも注目することができる。
例えば，Aは〈婚約時〉までは，他の家族と同
様に自分を正面から見てやや左を向くように置
いているが，結婚した〈現在〉では自身のミニ
チュアだけを，夫側に向けている。また，Fも
同じミニチュアを使用していながら，〈婚約時〉
では前を向いていたミニチュアが〈現在〉では
夫側を向くように置かれている。さらに，協力
者の中には，説明時にミニチュアをもって向き
を変えながら話す者もみられ，Dは夫が「自分
に対していろいろ直せよと言ってくれる」と語
る際に，夫のミニチュアを自分の方に向け，C

も「父が母を説得して」と話した際に，父親の
ミニチュアの向きを母の方へ向け変えた。今回
の調査で，同じライオンを5人の協力者が使用
したが，その置かれる向きは協力者によって異
なり，ミニチュアの置かれた向きにも作成者の
内的イメージが反映されていることが推察でき
るだろう。
　このようにこの調査方法では，ジェノグラム
作成者の語りからだけでなく，意識化，言語化
されることのない側面に関する情報も得ること
ができるといえるだろう。

Ⅵ章．総合考察と今後の課題

　本研究では，対象者を結婚2年未満の女性と
いうこと以外の条件を問わず，統制を行なわな
かったため家族イメージ，自己イメージの変化
に関して，個別性の強い結果となった。しか
し，協力者各々の家族がその当時に置かれた文
脈，家族の歴史とともに，家族成員それぞれと

して，また家族全体として，変化していくその
プロセスをミニチュアと語りの両方から捉える
ことができたといえる。また特に，自己イメー
ジでは協力者たちが結婚によって大きな変化や
揺れを感じており，その様子が協力者それぞれ
のかたちで表現された。今後，研究目的に応じ
て，調査対象者の条件を絞ることで協力者間で
の比較検討も可能となるだろう。
　また，原家族から夫婦に持ち込まれるものに
関しては，これまで主として多世代家族療法に
おいて重要視されてきたものである。先に述べ
たように，多世代にわたる家族過程の中で伝達
されてきた葛藤や人間関係のパターン，心理的
遺産，忠誠心，三角関係といったことがパート
ナーや子どもをどのように認知し，何を期待
し，どのような関係を築くか，どのような葛藤
や問題を生じるのかに深く関わっている（野末，
2004）と考えられてきた。しかし，そのことに
関する具体的な研究はこれまでのところ見受け
られなかった。本研究では，親イメージと，自
己を受け入れてくれる期待という点に焦点をあ
て，原家族での体験が夫婦関係にどのようにし
て影響を及ぼしていると考えられるのか，調査
結果から具体例をあげ，明らかにすることがで
きたといえる。
　最後にこのミニチュアを用いたジェノグラム
という方法について，その語りやすさ，作成す
ることでの気づき，言語化されない表現という
利点，可能性を本調査結果からみることができ
た。今後，多種多様なミニチュアを用意し，守
られた環境においてこのミニチュアジェノグラ
ムという方法を用いるができれば，作成者の内
的イメージがより豊かに表現されることが期待
できる。またそれに従い，より包括的に，家族
体験や家族イメージさらには家族の歴史や家族
内での人間関係を検討することができるだろう。
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